
お知らせ

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
つ
い

て
考
え
よ
う
と
、
毎
年
５
月
５
日
の

「
こ
ど
も
の
日
」か
ら
１
週
間
は「
こ

ど
も
ま
ん
な
か　
児
童
福
祉
週
間
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

育
児
に
対
す
る
支
援
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

家
庭
児
童
相
談

　
社
会
福
祉
課
で
は
、
家
庭
相
談
員

（
子
ど
も
家
庭
支
援
員
）
や
母
子
・

父
子
自
立
支
援
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
子
育
て
に
関
す
る
悩

み
を
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・�

家
庭
相
談
員

　
（
子
ど
も
家
庭
支
援
員
）

　

�

子
ど
も
（
原
則
18
歳
未
満
）
の
家

庭
で
の
養
育
相
談

・
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員

　

�
母
子
・
父
子
家
庭
と
寡
婦
の
人
の

生
活
全
般
の
悩
み
ご
と
や
母
子
父

子
寡
婦
福
祉
資
金
な
ど
の
相
談

・
日
時　
月
～
金
曜
日

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）　

　
８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分

・
場
所　
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
（
西
館
１
階
）

子
育
て
短
期
支
援
事
業

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　
保
護
者
が
、
病
気
や
出
産
、
冠
婚

葬
祭
な
ど
で
一
時
的
に
子
ど
も
の
養

育
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
に
児
童
養

護
施
設
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業

　

家
事
・
育
児
な
ど
に
対
し
て
不

安
・
負
担
を
抱
え
る
子
育
て
家
庭
、

妊
産
婦
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
が

い
る
家
庭
に
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
て
、 

家
事
・
育
児
を
支
援
し
ま
す
。

　
利
用
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
消
費
者
保
護
基
本
法
（
現
在
の
消

費
者
基
本
法
）
が
昭
和
４３
年
５
月
に

施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
施
行

２０
周
年
を
機
に
、
昭
和
６３
年
か
ら
毎

年
５
月
が
「
消
費
者
月
間
」
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

国
で
は
、
令
和
６
年
度
の
統
一

テ
ー
マ
と
し
て
、 「
デ
ジ
タ
ル
時
代

に
求
め
ら
れ
る
消
費
者
力
と
は
」
を

掲
げ
、
各
種
啓
発
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

な
ど
の
技
術
が
急
速
に
進
展
す
る
中

で
、
私
た
ち
消
費
者
を
取
り
巻
く
取

引
や
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
も
変
化
し
、
利
便
性

が
増
す
一
方
、
消
費
ト
ラ
ブ
ル
も
多

様
化
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
い

て
、今
、求
め
ら
れ
る
「
消
費
者
力
」 

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う

か
。 

　
「
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み

や
そ
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
理
解
」「
情

報
を
鵜
呑
み
に
し
な
い
思
考
力
」「
適

切
に
情
報
を
収
集・発
信
す
る
力
」、

こ
れ
ら
を
常
に
更
新
続
け
て
い
く
と

と
も
に
、 「
気
づ
く
・
断
る
・
相
談

す
る
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
も
必
要
と

さ
れ
た
基
礎
的
な
力
も
引
き
続
き
高

め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
デ

ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
ト
ラ
ブ
ル

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
情
報
提
供
や
啓

発
活
動
を
行
い
、
ま
た
、
よ
り
豊
か

な
消
費
生
活
を
安
全
・
安
心
に
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
「
消
費
者
月
間
」
の
期
間
中
、
小

城
市
民
図
書
館
に
消
費
者
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
ま
す
。「
消
費
者
力
」
を

高
め
る
機
会
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を

　
広
報
『
さ
く
ら
』
で
毎
月
さ
ま
ざ

ま
な
消
費
ト
ラ
ブ
ル
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
不
審
・
不
安
に
感
じ
た
ら
、

小
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎

７２
・
５
６
６
７
）
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

詳
細
は
こ
ち
ら

５月５日（こどもの日）から１週間は「こどもまんなか　児童福祉週間」です
問 社会福祉課　☎37・6107

５月は「消費者月間」です
問 人権・同和対策室　☎37・6136

令
和
６
年
度

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か  

児
童
福
祉
週
間
」標
語  

最
優
秀
作
品

「
す
き
な
こ
と
　
ど
ん
ど
ん
ふ
や
し
て

�

　
お
お
き
く
な
あ
れ
」

▲
家庭

児童相談

▲
子育て短期
支援事業

詳細はこちら
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お知らせ

税金は納期内に納めましょう　納期限一覧　

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

市県民税・森林環境税
（普通徴収） 1期 2期 3期 4期

固定資産税 1期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

国民健康保険税
（普通徴収） 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

納期限日 5/31 7/1 7/31 9/2 9/30 10/31 12/2 1/6 1/31 2/28 3/31

月
税目

税務課からのお知らせ
問 申  税務課　〈納期限について〉☎37・6104／〈減免手続きについて〉☎37・6103

　
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人
な

ど
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
生

活
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
る
軽

自
動
車
に
つ
い
て
、
一
定
の
要

件
（
障
が
い
の
程
度
、
自
動
車

の
名
義
な
ど
）
を
満
た
す
場
合

は
、減
免
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類

・
納
税
通
知
書

・�

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

　
身
体
障
害
者
カ
ー
ド（
原
本
）

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証

　
（
表
裏
の
写
し
で
も
可
）

・
車
検
証
（
写
し
で
も
可
）

・
申
請
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
カ
ー
ド

※�

令
和
５
年
度
以
降
、
家
族
運

転
の
場
合
の
使
用
目
的
証
明

書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま

し
た
。

申
請
期
間

　
４
月
下
旬
（
納
税
通
知
書
が

届
い
て
か
ら
）
～
５
月
31
日
㈮

注
意
事
項

　
次
の
場
合
は
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
。

・�

普
通
自
動
車
（
県
税
事
務
所

申
請
分
）
を
含
め
、
他
に
減

免
を
受
け
て
い
る
車
両
が
あ

る
場
合

・
す
で
に
納
付
さ
れ
た
場
合

・
申
請
期
限
を
過
ぎ
た
場
合

・�

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
さ

れ
て
い
る
場
合

※�

す
で
に
減
免
を
受
け
て
い
る

人
で
車
両
の
登
録
事
項
に
変

更
が
な
い
場
合
は
、
今
回
申

請
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

申
請
場
所

　
税
務
課
（
西
館
１
階
）

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
の
発
送
日

　
今
年
度
の
納
税
通
知
書
の
発

送
日
は
４
月
2４
日
㈬
の
予
定
で

す
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
手
続
き

・
納
付
書

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

・
口
座
振
替

・
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト

　
（
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の
み
）

口
座
振
替
が
で
き
る
税
金

・
市
県
民
税
・
森
林
環
境
税
（
普
通
徴
収
）

・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）

手
続
き
方
法

　
市
内
に
あ
る
左
記
の
金
融
機
関
に
必
要
な
も
の

を
持
参
し
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

　
佐
賀
銀
行
／
佐
賀
共
栄
銀
行
／
九
州
労
働
金
庫
／

　
佐
賀
東
信
用
組
合
／
佐
賀
県
農
業
協
同
組
合
／

　

�
九
州
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
／
ゆ
う
ち
ょ

　
銀
行

必
要
な
も
の

・
振
替
す
る
口
座
の
預
（
貯
）
金
通
帳

・
通
帳
の
お
届
け
印

・�

納
税
通
知
書
な
ど
振
替
内
容
が
確
認

　
で
き
る
も
の

※�

申
し
込
み
か
ら
振
替
開
始
ま
で
１
カ

　
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

納
付
方
法

注
意　

�

振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
再

振
替
は
行
い
ま
せ
ん
。

詳
細
は
こ
ち
ら

詳細はこちら
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お知らせ

ゴールデンウイークのごみ・し尿収集などのお知らせ
問 廃棄物中継センター　☎３７・６１４５／環境課　☎37・6102

ゴールデンウイーク期間中の燃えるごみ収集は平常どおり収集します。そのほかの持込などは表のとおりです。

区分 収集地区・場所など
４月 ５月

27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

燃えるごみ
の収集

月・木曜日区域 ○○ ○○ ○○
火・金曜日区域 ○○ ○○ ○○

水曜日区域 ○○
資源物の収集 市内全域 ○○

ごみ・資源物の
直接持込

市内
全域

廃棄物中継センター
☎37・6145

○○
8：30〜
12：00

休休
みみ

○○
8：30〜
16：00

○○
8：30〜
16：00

○○
8：30〜
16：00

○○
8：30〜
16：00

○○
8：30〜
16：00

○○
8：30〜
12：00

休休
みみ

○○
8：30〜
16：00

○○
8：30〜
16：00

資源物の
直接持込

北部資源物回収所
（小城消防署北分署 南側敷地内） 休休

みみ
○○

9：00〜
12：00

休休
みみ

○○
9：00〜
16：00

休休
みみ

○○
9：00〜
16：00

休み休み
○○

9：00〜
12：00

休休
みみ

○○
9：00〜
16：00南部資源物回収所

（牛津公民館北）

し尿
汲み取り

【小城町、三日月町の一部】
㈲小城新生興業社（☎72・3091）

休み休み
○○ ○○ ○○

休み休み
○○

【牛津町、芦刈町】
㈲天山環境開発工業（☎66・1356） ○○ ○○ ○○ ○○

【三日月町の一部】
ヤマトカンキョウ㈱（☎62・0059） ○○ ○○ ○○ ○○

※�し尿汲み取りは、お住まいの地区の許可業者に直接申し込んでください。� ○ ○ …  収集有り、持込可／休み・空欄  …  収集無し、持込不可

※５月１日（水）の資源物の収集は「紙類・硬質プラスチック」です。お住まいの行政区の資源物ステーションに出してください。

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

令
和
６
年
度
分
の
市
県
民
税
に

つ
い
て
、
定
額
減
税
を
実
施
し

ま
す
。

対
象
者

　
令
和
６
年
度
分
の
市
県
民
税

所
得
割
の
納
税
義
務
者
の
う

ち
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

１
８
０
５
万
円
以
下
の
人

※�

均
等
割
の
み
課
税
さ
れ
る
人

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

減
税
額
（
特
別
控
除
額
）

　
納
税
者
本
人
の
市
県
民
税
の

減
税
額
は
次
の
①
②
の
合
計
額

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
そ
の
合

計
額
が
市
県
民
税
の
所
得
割
額

を
超
え
る
場
合
は
そ
の
所
得
割

額
を
限
度
と
し
ま
す
。

①
納
税
者
本
人

　
… 

１
万
円

②�

控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶

養
親
族
（
国
外
居
住
者
を
除

く
）

　
… 

１
人
に
つ
き
１
万
円

※�

②
は
税
法
上
の
扶
養
対
象
者

で
す
。

※�

均
等
割
額
４
、５
０
０
円
お
よ

び
森
林
環
境
税
１
、０
０
０
円

は
減
税
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

※�

減
税
額
は
６
月
に
送
付
す
る

納
税
通
知
書
（
給
与
天
引
き

の
人
は
５
月
に
送
付
す
る
特

別
徴
収
税
額
通
知
書
）
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
減

税
対
象
で
は
な
い
人
は
減
税

額
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
例
】

　
配
偶
者
と
子
２
人
の
計
３
人

を
扶
養
し
て
い
る
場
合

・
納
税
者
本
人

・
控
除
対
象
配
偶
者

・
扶
養
親
族
２
人

〈
定
額
減
税
可
能
額
〉

　
１
万
円
×
４
人
＝
４
万
円

令和６年度 市県民税における定額減税について
問 税務課　☎３７・６１０３

▲
市ホーム
ページ

▲
国税庁 定額減税

特設サイト

詳細はこちら

計４人

7 小城市広報 2 0 2 4年5月号

お
知
ら
せ



お知らせ

令和６年度　小城市国民健康保険　人間ドック助成申込書
被保険者番号 受診者名 生年月日 受診希望 通知方法 ※メールアドレス

 　 　　　　 昭和　　年　　月　　日 □市内
□市外

□郵送　
□メール

　 　　　　 昭和　　年　　月　　日 □市内
□市外

□郵送　
□メール

住所 〒　　　－　　　　　
小城市　　　　　町

電話
番号

取得した個人情報は、申請者との連絡のためにのみ使用し、ほかに使用することはありません。

※メールでの通知を希望される人はメールアドレスを記入してください。

　 キ リ ト リ 線 　

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
や
物
価
の
高
騰
な
ど
の
影
響

を
受
け
て
い
る
市
民
の
負
担
を

軽
減
す
る
と
と
も
に
事
業
者
を

応
援
す
る
た
め
、
１
人
当
た
り

２
、０
０
０
円
分
の
「
第
６
弾

小
城
市
小
売
店
舗
等
復
興
応
援

券
」
を
市
内
全
世
帯
主
に
郵
送

し
ま
し
た
。

（
４
月
中
に
、
順
次
到
着
予
定
）

　
対
象
者
は
３
月
１
日
㈮
に
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
人
で
す
。

　
復
興
応
援
券
を
使
え
る
お
店

は
、
同
封
の
チ
ラ
シ
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

※�

確
実
に
お
渡
し
で
き
る
よ
う

郵
便
受
け
の
管
理
・
確
認
や

施
錠
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

詳
細
は
こ
ち
ら

　　　小売店舗等復興応援券を発送しました！
問 商工観光課　☎３７・６１２９

対
象
者

・�

申
請
日
時
点
で
小
城
市
国
民
健

康
保
険
の
加
入
期
間
が
１
年
以

上
の
人

・�

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
４０
歳

以
上
で
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
日

に
お
い
て
７５
歳
未
満
の
人

・�

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て

い
る
世
帯

・�

令
和
６
年
度
の
特※
１
定
健
診
を
受

診
し
て
い
な
い
人

※
１�

特
定
健
診
と
は
４０
歳
以
上
７５

歳
未
満
の
人
を
対
象
と
し
た

健
診
の
こ
と
で
す
。

申
込
期
限　
５
月
２０
日
㈪

申
込
方
法

　
下
記
の
助
成
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
国
保
年
金
課
ま
た

は
市
民
課
各
出
張
所
で
直
接
申
し

込
む
か
、
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

助
成
額　
受
診
費
用
の
７
割

　
（
上
限
２
１
、５
０
０
円
）

定
員

①�

市
内
の
医
療
機
関
で
受
け
る
人

　
１
２
５
人

②�

市
外
の
医
療
機
関
で
受
け
る
人

　
３５
人

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。（
先
着
順
で
は
あ
り 

ま
せ
ん
）

助
成
対
象
期
間

　
令
和
７
年
２
月
２８
日
㈮
ま
で
の

受
診
分

※�

受
診
日
に
市
外
へ
転
出
し
て
い

た
場
合
や
他
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
た
場
合
は
、
助
成
で

き
ま
せ
ん
。

申
込
受
付
後
の
通
知
に
つ
い
て

　
申
し
込
み
後
、
審
査
を
行
い
、

助
成
の
「
可
・
否
」
に
つ
い
て
郵

送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
通
知
し
ま
す
。 

助
成
対
象
者
と
な
っ
た
場
合
は
、

「
人
間
ド
ッ
ク
助
成
券
」
を
受
け

取
り
に
必
ず
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

※�

健
診
結
果
に
基
づ
き
、
市
の
保

健
師
な
ど
が
事
後
指
導
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

郵
送
の
場
合
の
申
込
先

〒
８
４
５

−

８
５
１
１

（
市
役
所
専
用
番
号
）

小
城
市
国
保
年
金
課 

宛

詳細はこちら

令和６年度 小城市国保人間ドック助成の申し込みを受け付けます
問 申  国保年金課　☎３７・６１０１

第６弾

※日中連絡のつく番号を記入してください。

　　　－　　　　－　　　　
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お知らせ

《税率が改正されます》
区分 算定区分 令和５年度まで 令和６年度から

医療分
（国保加入者全員に課税）

所得割 9.40% 10.00%
均等割 29,100円 31,500円
平等割 33,700円 36,000円

後期高齢者支援分
（国保加入者全員に課税）

所得割 3.00% 3.20%
均等割 8,200円 9,000円
平等割 8,900円 9,500円

介護分
（介護第2号被保険者）
（40歳から64歳までの
国保加入者に課税）

所得割 2.60% 3.10%
均等割 9,000円 9,500円
平等割 5,400円 5,500円

《課税限度額が改正されます》
区分 令和５年度 令和６年度

医療分 65万円 65万円
後期高齢者支援分 22万円 24万円

介護分 17万円 17万円
計 104万円 106万円

《軽減判定所得基準額が改正されます》

区分 世帯の合計所得（国保加入者と特定同一世帯所属者）

７割軽減 43万円 + 10万円×（給与所得者等の数−１）

５割軽減 43万円 + 29.5万円×（被保険者数（※１）） + 10万円×（給与所得者等の数−１）

２割軽減 43万円 + 54.5万円×（被保険者数（※１）） + 10万円×（給与所得者等の数−１）
（※１）同じ世帯の中で国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保険者に移行した人を含む

　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
都
道
府
県
が
運
営
の
主
体

と
な
り
、
財
政
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
保
険
税
率
な
ど
に
つ
い
て
、
市
で
は

佐
賀
県
が
示
す
標
準
保
険
税
率
な
ど
を
参
考
に
決
定
し

ま
し
た
。

　
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら

令和６年度からの国民健康保険税率改正のお知らせ
問 国保年金課　☎37・6101

水
防
災
の
最
前
線

〜
備
え
よ
う
！

�

み
ず
か
ら
守
る
佐
賀
ん
ま
ち
〜

〈
水
防
演
習
会
場
〉　
入
場
無
料

日
時

　
５
月
１９
日
㈰　

　
９
時
１０
分
～
１１
時
３０
分

場
所

　
佐
賀
市
嘉
瀬
町
大
字
荻
野
地
先

　
（
嘉
瀬
川
河
川
敷
）

〈
防
災
展
会
場
〉　
入
場
無
料

日
時

　
５
月
１９
日
㈰

　
９
時
～
１４
時

場
所

　
佐
賀
県
立
森
林
公
園

令和６年度 嘉瀬川・六角川・松浦川総合水防演習
問 国土交通省九州地方整備局  武雄河川事務所  防災情報課　☎︎０９５４・２３・７９３９／防災対策課　☎37・6119

※�

駐
車
場
に
は
、 

久
保
田
み
ど
り
橋

下
流
か
ら
進
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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お知らせ

　
令
和
６
年
度
の
介
護
保
険
料
は

４
月
１
日
現
在
の
世
帯
に
お
け
る

住
民
税
の
課
税
状
況
な
ど
に
よ
っ

て
７
月
に
確
定
し
ま
す
。

　
保
険
料
が
確
定
す
る
ま
で
の
納

付
方
法
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　
４
・
６
・
８
月
の
納
付
額
は
、

令
和
６
年
２
月
と
同
額
を
天
引
き
。

（�

８
月
か
ら
保
険
料
が
変
更
に
な

る
場
合
あ
り
）

普
通
徴
収
（
口
座
振
替・納
付
書
）

　
４
月
か
ら
７
月
ま
で
は
令
和
６

年
４
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在

の
世
帯
の
状
況
と
、
令
和
５
年
度

住
民
税
の
課
税
状
況
に
よ
り
算
定

し
た
保
険
料
を
暫
定
的
に
納
付
。

（
４
月
中
旬
に
納
入
通
知
書
を
送

付
）

介
護
保
険
料
の
減
免

　

災
害
や
著
し
い
収
入
の
減
少

（
失
業
や
長
期
入
院
な
ど
）
な
ど

の
特
別
な
事
情
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料

の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
失

業
は
定
年
退
職
・
自
己
都
合
退
職

は
除
く
）

　
詳
細
は
、
佐
賀
中
部
広
域
連
合

業
務
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

65歳以上の人の介護保険料のお知らせ
問  佐賀中部広域連合 業務課　☎４０・１１３５／高齢障がい支援課　☎３７・６１０８

令和６年度　65歳以上の人の段階別介護保険料額（概要）
※�保険料は介護保険事業計画の見直しに応じて３年ごと（令和６年度～令和８年度）に設定されます。
※第１段階から第３段階までの保険料の軽減対策を行っています。
所得段階 対象となる人 率 年額

第1段階
生活保護受給者

基準額 × 0.285 20,388円世帯全員が
住民税非課税で
前年の課税年金収入額と
合計所得金額の合計が

80万円以下の人

第2段階 80万円超120万円以下の人 基準額 × 0.485 34,692円

第3段階 120万円超の人 基準額 × 0.685 48,996円

第4段階
世帯の誰かに住民税が
課税されているが、
本人は住民税非課税で
前年の課税年金収入額と
合計所得金額の合計が

80万円以下の人 基準額 × 0.900 64,368円

第5段階 80万円超の人 基準額 71,520円

第6段階

本人が住民税課税で
前年の合計所得金額が

120万円未満の人 基準額 × 1.200 85,824円
第7段階 120万円以上210万円未満の人 基準額 × 1.300 92,976円
第8段階 210万円以上320万円未満の人 基準額 × 1.500 107,280円
第9段階 320万円以上420万円未満の人 基準額 × 1.700 121,584円
第10段階 420万円以上520万円未満の人 基準額 × 1.900 135,888円
第11段階 520万円以上620万円未満の人 基準額 × 2.100 150,192円
第12段階 620万円以上720万円未満の人 基準額 × 2.300 164,496円
第13段階 720万円以上の人 基準額 × 2.400 171,648円

　
市
で
は
、
令
和
６
年
１
月
１

日
に
発
生
し
た
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ん
を
支
援
す
る
た
め
、
義
援
金

募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
５
日
に
設
置
し
、
３
月

３１
日
時
点
で
、７
３
、６
７
０
円

の
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、 

小
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通

じ
て
日
本
赤
十
字
社
へ
振
り
込

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
ご
支
援
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所

　
小
城
市
役
所　
西
館
１
階

　
正
面
入
口
付
近

募
金
箱
設
置
期
間

　
〜
１１
月
２９
日
㈮

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
８
時
３０
分 

～ 

１７
時
１５
分

募
金
送
付
先　
日
本
赤
十
字
社

そ
の
他

・�

救
援
物
資
の
受
付
は
行
い
ま

せ
ん
。

・�

受
領
証
の
発
行
は
行
い
ま
せ

ん
。受
領
証
が
必
要
な
人
は
、

小
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

義
援
金
を
お
持
ち
込
み
く
だ

さ
い
。詳
細
は
こ
ち
ら

令和６年能登半島地震災害義援金について
問 社会福祉課　☎37・6107
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お知らせ

　
市
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
見
守
り
と
買
い
物
支
援
の
充

実
を
目
的
と
し
た
「
買
い
物
支
援
事

業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

買
い
物
支
援
協
力
店
の
種
類

・�

お
と
ど
け
店

　
（
訪
問
支
援
型
）

　

�

商
品
の
配
達
や
出
張
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
お
店

・�

よ
り
ど
こ
ろ
店

　
（
店
内
配
慮
型
）

　

�

店
内
で
の
補
助
や
購
入
品
の
車
ま

で
の
運
搬
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
お
店

買
い
物
支
援
協
力
店
の
案
内
冊
子

　
支
援
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
人
に

対
し
て
、
こ
れ
ら
の
買
い
物
支
援
協

力
店
の
案
内
冊
子
（
登
録
店
一
覧
）

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
課

の
ほ
か
、小
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

お
た
っ
し
ゃ
本
舗
小
城
、
小
城
商
工

会
議
所
、
小
城
市
商
工
会
の
窓
口
で

も
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

買
い
物
支
援
協
力
店
の
募
集

　
見
守
り
と
買
い
物
支
援
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
お
店
な
ど
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
社
会
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
こ
ち
ら

買い物支援協力店について
問 社会福祉課　☎37・6107

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
と

は
、
農
業
者
お
よ
び
地
域
住
民
な

ど
で
グ
ル
ー
プ
（
活
動
組
織
）
を

つ
く
り
、
農
業
を
支
え
る
共
用
の

設
備
を
維
持
管
理
す
る
た
め
の
地

域
の
共
同
作
業
な
ど
に
、
協
定
で

定
め
ら
れ
た
農
用
地
の
面
積
に
応

じ
て
支
払
わ
れ
る
交
付
金
で
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
交
付
金
の
活

用
を
希
望
さ
れ
る
組
織
は
、
８
月

末
ま
で
に
農
村
整
備
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
経
費

　
共
同
作
業
に
よ
る
日
当
や
消
耗

品
（
チ
ッ
プ
ソ
ー
や
混
合
油
な

ど
）、
農
業
を
支
え
る
共
用
設
備

の
補
修
や
更
新
な
ど
の
費
用

　
農
道
で
の
農
作
業
車
と
一
般
車

両
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
農
作
業
で
は
大
型
の
機
械

な
ど
を
使
用
す
る
の
で
、
狭
い
農

道
で
は
、
す
れ
違
い
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
田
植
え
な
ど
が
始
ま

り
、
農
作
業
中
の
車
や
機
械
が
農

道
に
停
車
し
て
い
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。
農
道
は
、
農
作
業
を

行
う
た
め
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で

す
。
農
作
業
中
の
車
や
機
械
が
止

ま
っ
て
い
る
際
は
、
無
理
に
通
行

す
る
こ
と
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

多面的機能支払交付金のご案内

問 申 農村整備課　☎37・6127

安全に農作業を行うため
ご協力ください！

問 農村整備課　☎37・6127
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お知らせ

　
市
で
は
、が
ん
患
者
の
皆
さ
ん
が
、

治
療
に
伴
う
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス（
外
見
）

上
の
変
化
を
カ
バ
ー
し
、
安
心
し
て

療
養
生
活
や
社
会
参
加
に
取
り
組
む

た
め
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
医
療
用

補
正
具
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

助
成
の
対
象
と
な
る
人

　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人　

①�

申
請
日
に
小
城
市
に
住
民
票
が
あ

る
人

②�

が
ん
に
関
係
す
る
治
療
を
現
に
受

け
て
い
る
、
ま
た
は
過
去
に
受
け

て
い
た
人

③�

が
ん
の
治
療
に
伴
う
脱
毛
、
ま
た

は
乳
房
の
切
除
に
よ
り
、
医
療
用

補
正
具
を
購
入
し
て
い
る
人

④�

当
該
年
度
に
お
い
て
、
他
の
自
治

体
か
ら
同
種
の
助
成
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
人

助
成
対
象
経
費

①
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

②
乳
房
補
正
具

※�

本
体
に
含
ま
れ
な
い
付
属
品
お
よ

び
ケ
ア
用
品
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

助
成
金
額

　
購
入
費
用
の
２
分
の
１

　
（
上
限
２
万
円
）

※
１
円
未
満
は
切
り
捨
て
。

助
成
回
数

　
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
、
乳
房
補
正
具

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、
１
年
度
に
１
回

申
請
期
限

　
購
入
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以
内

必
要
書
類

①�
申
請
書
（
健
康
増
進
課
窓
口
に
設

置
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

②�

が
ん
に
関
係
す
る
治
療
を
受
け
て

い
る
、
ま
た
は
過
去
に
受
け
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類

③�

医
療
用
補
正
具
を
購
入
し
た
領
収

書
（
原
本
）

※�

日
付
、
宛
名
、
購
入
金
額
、
商
品

名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。

④�

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）

⑤
振
込
先
口
座
の
通
帳
の
写
し

⑥
印
か
ん
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

詳
細
は
こ
ち
ら

　
骨
髄
ま
た
は
末
梢
血
幹
細
胞
（
以

下
「
骨
髄
等
」
と
い
う
）
の
移
植
の

推
進
を
図
る
た
め
、
令
和
５
年
４
月

１
日
以
降
に
公
益
財
団
法
人
日
本
骨

髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク

事
業
に
お
い
て
、
骨
髄
等
の
提
供
を

行
っ
た
人
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

助
成
の
対
象
と
な
る
人

　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

①�

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
に
ド
ナ
ー
登
録

を
し
て
い
る
人

②�

骨
髄
等
の
提
供
を
完
了
し
、
こ
れ

を
証
明
す
る
書
類
の
交
付
を
受
け

た
人

③�

骨
髄
等
を
提
供
し
た
日
お
よ
び
申

請
時
に
、
小
城
市
に
住
所
を
有
す

る
人

④�

他
の
自
治
体
が
実
施
す
る
同
種
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い
人

助
成
内
容
・
助
成
金
額

　
骨
髄
等
の
提
供
の
た
め
の
通
院
お

よ
び
入
院
な
ど
に
要
し
た
日
数
×
２

万
円

（
上
限
１
回
の
提
供
に
つ
き
１４
万
円
）

※�

骨
髄
等
の
採
取
術
お
よ
び
こ
れ
に

関
連
し
た
医
療
処
置
に
よ
っ
て
生

じ
た
健
康
被
害
に
よ
る
通
院
お
よ

び
入
院
は
除
き
ま
す
。

申
請
期
限

　

骨
髄
等
の
提
供
が
完
了
し
た
日

（
提
供
に
関
係
す
る
入
院
を
し
て
退

院
し
た
日
）
か
ら
１
年
以
内

必
要
書
類

①�

申
請
書
兼
請
求
書
（
健
康
増
進
課

窓
口
に
設
置
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）

②�

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
発
行
す
る
骨

髄
等
の
提
供
が
完
了
し
た
こ
と
を

証
す
る
書
類

③�

骨
髄
等
の
提
供
に
関
係
す
る
通
院
、 

入
院
ま
た
は
面
談
し
た
日
を
証
す

る
書
類

④�

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）

⑤
振
込
先
口
座
の
通
帳
の
写
し

⑥
印
か
ん
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

詳
細
は
こ
ち
ら

がん患者アピアランスケア助成金のご案内
問 申  健康増進課　☎３７・６１０６

骨髄等提供者に助成金を交付します
問 申  健康増進課　☎３７・６１０６
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お知らせ

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
産
婦
健
康

診
査
の
費
用
に
つ
い
て
補
助
を
行

い
ま
す
。
産
後
の
お
母
さ
ん
と
赤

ち
ゃ
ん
の
健
康
管
理
や
育
児
に
関

す
る
不
安
や
悩
み
を
医
療
機
関
で

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

開
始
時
期

　
令
和
６
年
４
月
１
日
～

対
象
者

・�

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
妊

娠
届
出
を
し
た
妊
婦

・�

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
出

産
し
た
産
婦
（
経
過
措
置
）

補
助
内
容　
出
産
し
た
医
療
機
関

で
受
け
る
、
産
後
２
週
間
健
診
、

産
後
１
カ
月
健
診
が
無
料
で
受
け

ら
れ
ま
す
。（
受
診
票
に
な
い
項

目
や
追
加
検
査
は
自
己
負
担
が
発

生
し
ま
す
）

補
助
の
受
け
方　

・�

妊
娠
届
の
際
に
窓
口
で
受
診
票

を
お
渡
し
し
ま
す
。
既
に
妊
娠

届
出
が
済
ん
だ
人
に
は
、
個
別

の
通
知
を
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま

す
。

・�

受
診
票
は
県
内
の
医
療
機
関
で

の
み
使
用
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
里
帰
り
出
産
な
ど
で
県
外

の
医
療
機
関
で
出
産
さ
れ
る
人

や
、
早
め
に
受
診
票
が
必
要
な

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
に
な
る
ご

夫
婦
を
対
象
に
し
た
両
親
学
級
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
６
月
１６
日
㈰

　
９
時
３０
分
～
１２
時

※�

９
時
２５
分
ま
で
に

　
会
場
に
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

場
所　
ゆ
め
り
あ

対
象
者　
出
産
予
定
日
が
７
～
１０

月
の
初
産
婦
夫
婦

定
員　
１２
組
（
要
予
約
）

内
容

・
歯
科
医
師
に
よ
る
講
話

・
保
健
師
、
助
産
師
に
よ
る
講
話

・
沐
浴
体
験

・
パ
パ
の
妊
婦
体
験　
な
ど

※�

６
月
２２
日
㈯
に
ま
ち
の
元
気
塾

出
前
講
座
（
西
九
州
大
学
看
護

科
）
で
開
催
さ
れ
る
教
室
も
あ

り
ま
す
。
そ
ち
ら
は
経
産
婦
さ

ん
も
参
加
可
能
で
す
。
詳
細
は

広
報
『
さ
く
ら
』
６
月
号
に
掲

載
予
定
で
す
。

産婦健診の補助が始まります

問 健康増進課　☎37・6106

パパママ教室を開催します

問 申  健康増進課　☎37・6106

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
な
ど
の
価

格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え

て
、
対
象
世
帯
に
給
付
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

※�

次
の
児
童
も
申
請
に
よ
り
支
給
の

対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・�

基
準
日
以
降
に
出
生
し
た
新
生
児

・�

基
準
日
時
点
で
別
居
し
て
い
る
が
、 

扶
養
し
て
い
る
児
童

手
続
方
法

　
対
象
世
帯
に
は
順
次
書
類
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
い
た
だ
き
、
返
信
用
封
筒
で
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
時
期

　
必
要
事
項
が
記
入
さ
れ
た
書
類
が

届
い
て
か
ら
、
３
週
間
前
後
で
支
給

し
ま
す
。

申
請
期
限

　
８
月
３０
日
㈮
（
必
着
）

申
請
場
所　
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　
（
西
館
１
階
）

令和５年度 物価高騰対策給付金のご案内
問 申  社会福祉課　☎37・6107

※児童：基準日時点において世帯で扶養する１８歳以下の子ども

基準日（令和５年12月１日）時点
給付金の対象となる世帯 １世帯10万円 児童１人あたり５万円

令和５年度の住民税が均等割のみ課税される
人のみで構成 〇 〇

令和５年度の住民税が非課税の人のみで構成 × 〇

令和５年度の住民税が均等割のみ課税される
人と非課税の人で構成 〇 〇

▲
低所得者の

子育て世帯分

▲
住民税均等割

のみ課税世帯分

詳細はこちら

詳細はこちら

詳
細
は
こ
ち
ら
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お知らせ

【問い合わせ・申し込み】
〒845−8511（市役所専用番号）
小城市社会人権・同和教育推進協議会事務局

（人権・同和対策室）
☎37・6136　FAX 37・6160

個人情報については、受講者との連絡、フィールドワーク時の保険加入のためにのみ使用し、他に使用することはありません。

令和６年度「じんけんふれあいセミナー」受講申込書

住所
〒

電話
自宅

携帯

ふりがな
氏名

生年月日 手話通訳を希望される人は
ご連絡ください。　　　年　　月　　日

＊人権・同和対策室（西館１階）またはお近くの公民館にご提出ください＊（FAX・郵送可）

①第１回・４回・８回は、希望により手話通訳をつけます。
②第５回のフィールドワークは、定員を超える参加希望があった場合、抽選となります。
　※弁当代などにかかる実費は必要です。

開講日 講師  ・  内容  ・  テーマ 場所

第１回 ７月18日（木）
13時30分～15時15分

草
くさ

場
ば

　真
ま

智
ち

子
こ

さん
（佐賀市男女共同参画ネッ
トワーク代表）

朗読劇（笑いと学び）
※ジェンダー問題 ゆめぷらっと小城

第２回 ８月１日（木）
14時～15時45分

清
きよ

原
はら

　隆
りゅう

宣
せん

さん
（西光寺住職）

人権・同和問題を考える講演会
※同和問題
手話通訳・要約筆記あり

ドゥイング三日月

第３回
８月24日（土） 10時～12時30分

14時～16時30分 心にひびけ!! 映画会
『あの日のオルガン』
※戦争

ゆめぷらっと小城

８月25日（日） 10時～12時30分
14時～16時30分 ドゥイング三日月

第４回 ９月12日（木）
13時30分～15時15分

ノーマライゼーション
コンサート

（NPO特定非営利活動法人
らいふステージ）

高齢障がい支援課 共催
※障がい者の人権 ゆめぷらっと小城

第５回 10月16日（水）
８時30分〜17時15分

フィールドワーク
（現地研修）定員30人

「柚子の木学園」見学
※�誰もが安心して生活できる社会

づくり
糟屋郡志免町

第６回 11月７日（木）
13時30分～15時30分 人権問題を考える研修会 未定 牛津公民館

第７回 12月７日（土）
13時30分～15時45分

市
いち

岡
おか

　裕
ゆう

子
こ

さん
（ゴスペル歌手）

じんけんふれあい講演会
人権啓発ポスター・作文表彰式
手話通訳・要約筆記あり

ドゥイング三日月

第８回 令和７年２月13日（木）
13時30分～15時15分

張
チャン

　美
ミヨン

永さん
（佐賀県国際交流協会）

となりのミヨンさん
※外国人の人権 牛津公民館

＊�講座などの日程や内容を変更または中止する
ことがあります。 あらかじめご了承ください。

＊�受講希望者は、下記の受講申込書に必要事
項を記入し、人権・同和対策室（西館１階）
または各町の公民館に提出してください。

（FAX・郵送可）
＊６回以上受講の人には、修了証を授与します。

申込期限　６月14日（金）
　 キ リ ト リ 線 　

令和６年度 じんけんふれあいセミナー受講者募集

受講料無料

二次元コードを
読み取ると直接
申込できます
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お知らせ

場所 期間
あしぱる　ロビー ４月９日（火）～５月７日（火）
牛津公民館　ロビー ５月９日（木）～６月３日（月）
ゆめぷらっと小城　小城空路 ６月18日（火）～30日（日）
ドゥイング三日月　ロビー ７月２日（火）～30日（火）

応
募
作
品
展
示

　
令
和
５
年
度
応
募
作

品
２５
点
を
次
の
日
程
で

展
示
し
ま
す
。

任
用
期
間

　
令
和
６
年
６
月
３
日
㈪
～

　
令
和
６
年
10
月
31
日
㈭

申
込
方
法

　
市
が
指
定
す
る
様
式
「
小

城
市
会
計
年
度
任
用
職
員
採

用
試
験
申
込
書
」
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た

は
環
境
課
、
廃
棄
物
中
継

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

申
込
期
間　
４
月
２２
日
㈪
～

　
５
月
１０
日
㈮

選
考
方
法

　

廃
棄
物
中
継
セ
ン

タ
ー
で
面
接
を
行
い
ま

す
。
日
時
や
場
所
な
ど

の
詳
細
は
、
応
募
後
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

合
格
発
表

　
試
験
実
施
後
、 

速
や
か
に
文
書

で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

小城市会計年度任用職員を募集します（小城市廃棄物中継センター作業員）
問 申  廃棄物中継センター　☎37・6145

　
「
日
常
の
生
活
の
中
に
あ
る
人
権
」

に
つ
い
て
、 「
気
づ
き
・
考
え
る
」

機
会
の
一
つ
と
し
て
、
じ
ん
け
ん

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
写
真
を
募
集

し
ま
し
た
。

　
募
集
の
内
容
は
、「
自
分
ら
し
く
生

き
る
姿
」「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
命

の
大
切
さ
」
な
ど
、
家
庭
・
職
場
・

地
域
・
学
校
な
ど
に
お
け
る
日
常
生

活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
や
身
近
な

人
々
を
「
人
権｣

と
い
う
視
点
で
捉

え
た
写
真
で
す
。

　
令
和
５
年
度
に
応
募
い
た
だ
い
た

25
点
の
作
品
か
ら
入
賞
し
た
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

 

最
優
秀
賞

○
作
品
タ
イ
ト
ル

　
「
大
切
な
い
の
ち
」

　
た
く
さ
ん
の
奇
跡
が
重
な
っ
て
う

ま
れ
る
い
の
ち
。

　
一
人
ひ
と
り
の
い
の
ち
が
、
大
切

に
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
…

優
秀
賞

○
作
品
タ
イ
ト
ル

　
「�

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
教
え
て
あ

げ
る
」

　
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
双
子
ち
ゃ
ん

の
仲
良
し
タ
イ
ム
。
大
好
き
な
ひ
い

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
図
鑑
を
見
せ
て
教
え

て
あ
げ
る
双
子
ち
ゃ
ん
で
す
。

小
城
市
社
会
人
権
・
同
和
教
育

�
推
進
協
議
会
会
長
賞

○
作
品
タ
イ
ト
ル

　
「
世
代
交
代
」

　

恒
例
の
餅
つ
き
は
、
つ
い
に
父

（
87
）か
ら
孫（
33
）に
引
き
継
が
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
ひ
孫（
７
）も
、
じ
わ

じ
わ
と
手
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
教
え
て
も
ら
う
こ
と
ば
か
り
。

父
さ
ん
長
生
き
し
て
ね
♪

じんけんフォトコンテスト受賞作品紹介
問  人権・同和対策室　☎37・6136

職種 採用
予定 主な業務内容 勤務条件 支給

単位
報酬など
（円）

資格・免許
などの条件 勤務場所

作業員 ２人 収集作業
場内作業

月～土のうち３日間（シフト制）
８時～16時15分（１日７時間15分勤務）
特殊勤務手当・通勤手当有り

日額 7,014 体力試験
有り

廃棄物
中継センター

募集職種・採用人数・業務内容・勤務条件

詳細はこちら
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さが暮らしスタート支援金地方創生移住支援金
県外在住者が、佐賀県内に移住し、県が設定する
「地域の担い手要件」を満たす場合に、その人の
世帯の状況に応じて支給する支援金。

【支援金の額】
●単身 60万円、世帯 100万円

【申請者の要件】
●転入後１年以内であること
●申請日から５年以上継続して小城市に居住する
意思があること
●59歳以下であること
●そのほか、就業先などの規定があります

詳細
はこちら

詳細
はこちら

東京圏から小城市に移住し、
起業や就職などについての要件
を満たす人への移住支援金。

【支援金の額】
●単身 60万円、世帯 100万円
※世帯で移住の場合、移住元・移住先で同じ世帯
の人がいることが条件です。
　移住する世帯員のうち、18歳未満の人がいる場
合は、一人につき100万円を加算（予算の範囲内）

【申請者の要件】
●転入後１年以内であること
●申請日から５年以上継続して小城市に居住する
意思があること
●そのほか、就業先などの規定があります

Ｕターンや移住をお考えのご家族やお知り合いに
ぜひご紹介ください。

① ５月１日（水）
② ８月９日（金）
（年２回実施予定）

空き家セミナー・相談会を開催
将来、子どもや孫を困らせない！
「早めに考えよう！わが家の空き家問題」

【場所】ドゥイング三日月

個別相談会 15時～（予約優先）

【対象者】小城市内に自分名義の家を持っていない
　　　　　人で、芦刈町に家を買う人・建てる人

【主な要件】
①建物の取得費用が300万円以上（改修費を除く）
　であること
②新築は50歳未満、中古は65歳未満であること
③新築の場合は請負契約から、中古の場合は売買
　契約から１年以内で登記前に申請すること
④10年以上その家に住むこと
※家（土地）を買ったら早めにご相談ください。

基本
30
万円

最大
120
万円

子育て加算 １人10万円
三世代同居加算 10万円
市内業者施工加算 10万円
居住誘導区域加算 10万円
空き家付き土地購入 30万円

買いたい・借りたい人

リフォーム費用を補助

空き家バンクで家を購入した人には、
リフォーム費用を最大50万円補助
します。
【地域限定拡大助成】
芦刈町内の空き家バンク登録物件を
・貸す人　・借りた人　・買った人
芦刈町の空き家バンクを利用した
人には、最大150万円補助します。

昭和56年５月31日以前に建築着工し
た木造住宅の耐震診断は、市が診断士
を派遣しますので、自己負担は5,000
円です。（残りは市が負担します）

道路に面したブロック塀で、高さが１メートル
以上のものは災害時の避難や物資の輸送に支障
をきたすため、除却工事費の一部を補助しま
す。（工事費の３分の２／上限13万３千円）

【申込期限】 11月29日（金） 【申込期限】 11月29日（金）

災害に備えて 耐震診断 をしましょう 道路に面した ブロック塀の除却 補助

「住まい」の災害対策を支援しています

「空き家」に関する支援をしています「移住」を支援しています

年２回

住宅取得奨励金芦刈町限定

セミナー 13時30分～

周辺に悪影響をおよぼす危険な空き家などを市内の解体業者に依頼して除却（解体）する
場合、費用の一部を危険度の高い順から予算の範囲内で補助します。

事前調査申請期間　５月７日（火）～６月28日（金）

補助上限額  50万円～100万円

※対象要件などの詳細は、交付要綱に記載していますので、申請前に必ずご確認ください。

＼詳細
はこちら／

＼詳細
はこちら／

＼詳細
はこちら／

こちら
詳細は

こちら
詳細は

補助対象となる住宅またはブロック塀などを所有し居住する人、またはその親族などで
耐震診断・ブロック塀などの撤去の費用を負担する人
［注意事項］耐震診断・ブロック塀などの除去を実施する前に申請してください。
　　　　　 （実施した後の申請は補助の対象になりません）

こちら
詳細は

こちら
詳細は

補助
対象者

定住推進課　☎37・6150問 申

空き家の利活用を考えませんか！活用

危険空き家等除却補助金

年
に
一
度

の
み
の
受
付
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さが暮らしスタート支援金地方創生移住支援金
県外在住者が、佐賀県内に移住し、県が設定する
「地域の担い手要件」を満たす場合に、その人の
世帯の状況に応じて支給する支援金。

【支援金の額】
●単身 60万円、世帯 100万円

【申請者の要件】
●転入後１年以内であること
●申請日から５年以上継続して小城市に居住する
意思があること
●59歳以下であること
●そのほか、就業先などの規定があります

詳細
はこちら

詳細
はこちら

東京圏から小城市に移住し、
起業や就職などについての要件
を満たす人への移住支援金。

【支援金の額】
●単身 60万円、世帯 100万円
※世帯で移住の場合、移住元・移住先で同じ世帯
の人がいることが条件です。
　移住する世帯員のうち、18歳未満の人がいる場
合は、一人につき100万円を加算（予算の範囲内）

【申請者の要件】
●転入後１年以内であること
●申請日から５年以上継続して小城市に居住する
意思があること
●そのほか、就業先などの規定があります

Ｕターンや移住をお考えのご家族やお知り合いに
ぜひご紹介ください。

① ５月１日（水）
② ８月９日（金）
（年２回実施予定）

空き家セミナー・相談会を開催
将来、子どもや孫を困らせない！
「早めに考えよう！わが家の空き家問題」

【場所】ドゥイング三日月

個別相談会 15時～（予約優先）

【対象者】小城市内に自分名義の家を持っていない
　　　　　人で、芦刈町に家を買う人・建てる人

【主な要件】
①建物の取得費用が300万円以上（改修費を除く）
　であること
②新築は50歳未満、中古は65歳未満であること
③新築の場合は請負契約から、中古の場合は売買
　契約から１年以内で登記前に申請すること
④10年以上その家に住むこと
※家（土地）を買ったら早めにご相談ください。

基本
30
万円

最大
120
万円

子育て加算 １人10万円
三世代同居加算 10万円
市内業者施工加算 10万円
居住誘導区域加算 10万円
空き家付き土地購入 30万円

買いたい・借りたい人

リフォーム費用を補助

空き家バンクで家を購入した人には、
リフォーム費用を最大50万円補助
します。
【地域限定拡大助成】
芦刈町内の空き家バンク登録物件を
・貸す人　・借りた人　・買った人
芦刈町の空き家バンクを利用した
人には、最大150万円補助します。

昭和56年５月31日以前に建築着工し
た木造住宅の耐震診断は、市が診断士
を派遣しますので、自己負担は5,000
円です。（残りは市が負担します）

道路に面したブロック塀で、高さが１メートル
以上のものは災害時の避難や物資の輸送に支障
をきたすため、除却工事費の一部を補助しま
す。（工事費の３分の２／上限13万３千円）

【申込期限】 11月29日（金） 【申込期限】 11月29日（金）

災害に備えて 耐震診断 をしましょう 道路に面した ブロック塀の除却 補助

「住まい」の災害対策を支援しています

「空き家」に関する支援をしています「移住」を支援しています

年２回

住宅取得奨励金芦刈町限定

セミナー 13時30分～

周辺に悪影響をおよぼす危険な空き家などを市内の解体業者に依頼して除却（解体）する
場合、費用の一部を危険度の高い順から予算の範囲内で補助します。

事前調査申請期間　５月７日（火）～６月28日（金）

補助上限額  50万円～100万円

※対象要件などの詳細は、交付要綱に記載していますので、申請前に必ずご確認ください。

＼詳細
はこちら／

＼詳細
はこちら／

＼詳細
はこちら／

こちら
詳細は

こちら
詳細は

補助対象となる住宅またはブロック塀などを所有し居住する人、またはその親族などで
耐震診断・ブロック塀などの撤去の費用を負担する人
［注意事項］耐震診断・ブロック塀などの除去を実施する前に申請してください。
　　　　　 （実施した後の申請は補助の対象になりません）

こちら
詳細は

こちら
詳細は

補助
対象者

定住推進課　☎37・6150問 申

空き家の利活用を考えませんか！活用

危険空き家等除却補助金

年
に
一
度

の
み
の
受
付

（３月入札分で予定価格が1,000万円を超えるもの）� （単位：円、％）

工事名等 指名業者等 落札業者 落札決定額�
(うち消費税相当額)

予定価格�
(うち消費税相当額) 落札率 入札執行課

令和５年度
牛津川遊水地事業　集団
移転先造成工事（小隈地区）

中島・大義建設共同企業体、
政・西岡建設共同企業体、
岡本・エグチ・ビルド建設共同企業体、
下村・久保建設共同企業体

下村・久保建設
共同企業体

268,950,000
(24,450,000)

271,436,000
(24,676,000)

99.08

財政課
☎37・61１７

令和５年度
牛津川遊水地事業  集団
移転先造成工事（坂井地区）

中島・大義建設
共同企業体

231,660,000
(21,060,000)

233,585,000
(21,235,000)

99.18

令和５年度　（繰）農地及び
農業用施設災害復旧事業
川越水路災害復旧工事

西岡建設㈱、㈱嶋本建設、㈱城南建設、
㈱中部ガス、㈱エグチ・ビルド、
水田建設㈱、㈱久保建設

㈱嶋本建設
19,800,000
(1,800,000)

20,218,000
(1,838,000)

97.93

入札結果を公表します
問  財政課　☎３７・６１１７

入
札
結
果
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
表
し
て
い
ま
す
。
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お知らせ

　
　
　
　

【
総
務
部
】
部
長　
池
田
建
夫

【�

福
祉
部
】
部
長

（兼）
福
祉
事
務
所
長

池
田
真
澄

【
産
業
部
】
部
長　
真
島
孝
男

【
建
設
部
】
部
長　
岩
崎
広
幸

【�

教
育
委
員
会
事
務
局
】

　
教
育
部
長　
田
中
伸
嗣

【�

議
会
事
務
局
】
局
長　
藤
川
洋

　
　
　
　

【�

総
務
部
】
財
政
課
長　
南
里
智
紀

【�

市
民
部
】
市
民
課
長

（兼）
人
権・同
和

対
策
室
長　
髙
塚
直
美
／
税
務
課

長　
吉
岡
修
／
環
境
課
長　
村
岡

晋
一
郎

【�

福
祉
部
】
社
会
福
祉
課
長　
久
保

吉
政
／
高
齢
障
が
い
支
援
課
付（
佐

賀
中
部
広
域
連
合
）　
古
賀
愛
康

【�

産
業
部
】

　
農
村
整
備
課
長　
永
田
英
之

【�

建
設
部
】
建
設
課
長　
嘉
村
義
嗣

／
都
市
計
画
課
長　
飯
盛
孝
幸

【�

教
育
委
員
会
事
務
局
】

　
教
育
総
務
課
長　
西
精
一
郎
／

　
文
化
課
長　
田
久
保
佳
寛

【�

議
会
事
務
局
】
次
長　
楠
田
武

【�

監
査
委
員
事
務
局
】

　
局
長　
岸
川
斉

【�

農
業
委
員
会
事
務
局
】

　
事
務
局
長　
副
島
政
隆

部
長
級

課
長
級

月 火 水 木 金

午
前

内科
新患 徳島 中村 早瀬 内藤 龍

予約
菅 尾形 龍 龍 尾形

尾形 徳島 菅 中村 内藤
早瀬

循環器科 中村
糖尿病専門外来 山口 佐賀大学 山口 佐賀大学

呼吸器科 高橋 徳島
肝臓内科 桑代 田中
産婦人科 萩尾 萩尾 萩尾 萩尾

外科 三宅 三宅 三宅
脳外科 田渕 田渕

午
後

内科 新患 内藤 龍 早瀬 菅
予約 徳島

糖尿病専門外来 中川内
循環器科 枝吉

リウマチ（隔週） 竹山（第1・3・5週）
産婦人科 佐賀大学 萩尾 萩尾 萩尾

外科 三宅（予約） 與田 三宅（予約）
小児科 佐賀大学 佐賀大学 佐賀大学

泌尿器科 佐賀大学
脳外科 佐賀大学

整形外科 伊藤 古賀 嶋﨑
夕方
診療

自由診療 尾形（禁煙・AGA）
産婦人科 萩尾

受付・診療時間　※専⾨外来は右記に表⽰
受付時間 診療時間

午前  ８時～11時30分  ９時～12時30分
午後 13時～16時30分 14時～17時15分

※�急患の場合はこの限り
ではありません。

面会時間／14時～19時（事前にお問い合わせください）

小城市民病院
☎73・2161

問

ホームページ▶
※�外科の午後診療は手術などで休診となること

がありますので、事前にお問い合わせください。

産婦人科診療 （月曜日）14時～17時
（木曜日）10時開始 　

外科の午後診療 14時30分開始

令和６年度 人事異動
　令和６年４月１日付けで市職員の人事異動を行いました。課長級以上の異動は次のとおりです。

令和６年度　小城市民病院　外来・検査担当医一覧表（令和６年４月１日以降）

令
和
６
年
４
月
か
ら
市
役
所

の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

　
変
更
の
あ
っ
た
部
署
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

部 変更前 区分 変更後 電話番号

総務部 総務課
人事給与係 係の分割 総務課

人事係
☎37・6112

給与係
秘書広報係 課の異動 総合戦略課 秘書広報係 ☎37・6113

福祉部 健康増進課
保健予防係

係の統合 健康増進課 健康増進係 ☎37・6106
健康づくり係

市民病院 事務部 係の新設 事務部 管理清算係 ☎73・2161
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